






































男性看護師数は 2006 年度 38,028 人（4.7％）から 2016



























かし、全体でみると、男性の看護師は 2016 年で 7.3％と
少数派である事は明瞭であり、未だ男女平等であるとは言
い難い現状であると考える。役割期待については、「期待」
や「信頼」など前向きな感情に置き換えて自己研鑽する事
で、自身の成長にもつながり、また女性看護師の期待に沿
える事ができ、良好な関係が築けると考える。少数派は集
団内において目に付きやすい存在であり良くも悪くも目
立ちやすい存在であると言える（上杉ら 2014）、少数派の
行動があたかもその集団全体の特徴のように見なされる
（松浦ら 2013）など先行文献から、一部男性看護師の悪
いイメージが全体のイメージとして定着しやすい状況で
あると言える。このようなイメージの払拭には、豊富な知
識や技術を持った男性看護師が、患者や女性看護師と多く
関わる必要があると推測する。従って、男性看護師数が増
加することで、経験豊富な男性看護師が増加し、質の高い
ケアが提供でき、社会全体に良いイメージ定着するものと
考える。羞恥を伴うケアに関しては、女性看護師は男性看
護師の羞恥心を伴うケアの負担を理解した上で、率先して
負担の軽減を行う関わり方が求められる。そのためには、
男性看護師が看護ケアの交代を気軽に頼めるような雰囲
気・環境作りが大切であると考える。女性看護師との人間
関係については、何気ない会話や時間を共有する事で女性
看護師との関係性が構築できると考える。つまり、女性看
護師とのコミュニケーションが苦手な人ほど、日頃から積
極的に女性看護師とコミュニケーションを取る努力を行
い、関係性を築く事が重要であると推測する。 
 
【結論】 
1．看護界は未だに男女共同参画社会に至っていない。 
2．両性の特性を活かしつつ短所を補い合うことにより、
看護という職業がより成熟したものになる。 
3．陽性的な考え方を身に付け自己研鑽する努力を行う。 
4．看護界の歴史は社会の動きに沿っている為、社会の動
きを見ることは看護界の将来を見据えることに繋がる。 
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